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最後に本研究を綜合し常圧下徐熱徐冷法1'C比べた他法の結果を要約すると，
















費 験 の 部
試料は前報(1)の如き製造俵件で蒸煮，艦過，芯粒， 予備乾燥，賦活倍焼したもりを稀塩酸洗，
水洗したものより各々50c.c. 採り共図の女r1き乾燥装置で乾燥温度を揖氏120度， 150度， 170 




















CC) I (時) I (%) I (xjm x 100) 
120 87 62.7 
150 88 62.3 
170 85 64.6 
200 86 63.9 
230 87 63.2 
62.9 260 87 
とれを図示すれば，
fbf合ス、数の鎚Uriにおける波際につL、て












見した。Fallah. Hunter及びNash (2)もとの波動を(Re) 200 以上で現れる事を認めた。 その









ρ 〔ポイズ〕 液肢の絶対粘 度
ρ (gr/cm:勺 液膜の密度
9 (cm/sec勺 重力の加速度
m (cm) 液膜の厚さ
Q (c.c./sce.cm) 管周lcm当りの毎秒流出量
(Re) レイ ノルズ数
f ファンニングの摩擦係数
暦流域内 の 液摂理論
